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（論文審査の要旨） 
















































































であるAnnals of the Institute of Statistical Mathematicsに採択されており、またほかの章の内容も複数
の査読付き論文として英文雑誌において公刊済みあるいは投稿中である。 
しかしながら、セミパラメトリックモデルの中の一部で母集団に関する仮定を置くことから、その仮定
の妥当性の検証方法などについての議論や、セミパラメトリックモデルから得られる推定量のより詳細な
統計的な性質に関する議論が望まれるという声も審査委員の中にはあった。 
但し、上記の指摘された課題は本論文の学術的な価値や貢献を損なうものではなく、ここで提案された
諸手法が幅広く利用されるための今後の研究課題と言える。 
以上の所見から、本論文は計量経済学や幅広い調査観察研究への応用という点において新規性のある研
究であり、審査委員会は全員一致で本論文が博士（経済学）の学位を授与するにふさわしいと判断する。 
 
 
